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１．第40回全国豊かな海づくり大会が開催！ ― 天皇・皇后両陛下はリモートでご臨席 ― 

昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響から開催を 1 年間延期した本大会ですが、本年

度は直近の感染者数の減少傾向が続いたことや、10月 1日から全国で緊急事態宣言及びまん

延防止等重点措置が解除されたことから、予定通り 10月 3日に開催されました。大会テーマ

は「よみがえる 豊かな海を 輝く未来へ」。 

 例年は天皇・皇后両陛下を現地に迎えて稚魚の放流等のイベントが行われますが、今年は

両陛下がリモートでのご臨席となり、稚魚の放流は現地で大会会長の大島理森衆議院議員ら

が行いました。 

 天皇陛下は 10年前の震災で亡くなった方々に哀悼の意を表し、被害に遭われたすべての被

災者に改めてお見舞いのおことばを述べられたあと、「震災を乗り越えて、初めて全国豊かな

海づくり大会が開催されることは誠に意義深く、復興に向けた地域の人々のこれまでのたゆ

みない努力と関係者の尽力に深く敬意を表します。」と述べられ、漁船パレードやカレイ・ヒ

ラメの稚魚の放流もご覧になりました。 

また、「みやぎ東日本大震災津波伝承館」をオンライン視察し、被災者と懇談を行いました。 

 

２．令和 3年度水産功績者表彰者他決定  ― 本県漁協系統関係者 5名が受章 ― 

一般社団法人大日本水産会（白須敏朗会長）は 10 月 14 日に開催された、第 2 回水産功績

者表彰委員会において、水産関係の全国中央団体長から推薦された候補者を主体に慎重詮衡

を行った結果、37名の水産功績者について表彰を決定しました。 

 本県関係者としては、薮田国之氏＜本会会長、（一社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会理

事＞、橋ケ谷長生氏＜小川漁協代表理事組合長、豊国丸漁業生産組合 組合長理事＞、宮崎直

樹氏＜本会常任理事＞の 3名が受章することとなりました。 

また、全国漁業協同組合連合会（岸宏会長）は 9月 16日に開催された 2021年度第 4回理

事会において、2021年度漁協系統功労者表彰の受章者 68名（第 36回漁協運動功労者表彰受

章者 35名、第 4回漁業振興功績者表彰受章者 33名）を報告しました。 

本県関係者では、漁協運動功労者表彰で佐藤泰一氏（伊豆漁協前代表理事組合長、本会前

理事、静岡県信漁連前理事）が、漁業振興功績者表彰では齊藤政和氏（しらす 2 そう船びき

漁業、清水漁協所属）の受章が決定しました。 

 ここに、薮田様、橋ケ谷様、宮崎様、佐藤様、齊藤様の受章を心よりお喜び申し上げ、今

後一層のご活躍をお祈り致します。 

 

３．セーフティーネット構築事業 第 2四半期補填判定結果 ― 漁業用燃油補填発動 ― 

 令和 3年度セーフティーネット構築事業の第 2 四半期（7～9 月）補填判定結果が、養殖

用配合飼料で 10 月 19日に、漁業用燃油で 10 月 20日にそれぞれ（一社）漁業経営安定化

推進協会から公表されました。 

 漁業用燃油では第 2 四半期の平均原油価格が 49,633.33 円／㎘となり、直近の 7 中 5 平

均原油価格 39,150.8 円／㎘を上回りましたが、急騰対策補填の発動要件（①7 中 5 平均原

油価格×85%＝33,278.2円／㎘、及び、②前年同期の平均原油価格×120%＝34,408.0円／

㎘）も超過したため、優先的に急騰対策補填単価 15,720円／㎘での補填発動が確定しまし

た。 

これにより漁業用燃油では 3四半期連続で補填が発動することとなります。 

養殖用配合飼料については、第 2四半期の平均配合飼料価格が 181,670.6円／㌧となり、

直近の 7 中 5 平均配合飼料価格 186,086.4 円を下回ったため、今回補填の発動はありませ

んでした。 

 

４．2021年度シーフード料理コンクールを実施  ― 小松ゆらさんが最優秀賞 ― 

静岡県おさかな普及協議会（薮田国之会長）は、「しぞ～か版 ちょっと豪華なおうちご

はん」をテーマに、2021年度シーフード料理コンクールを実施しました。 

 静岡県内で水揚げされる魚介類を主材料に使い、アイデアあふれるオリジナルな一品料理

のレシピを募集したところ 219 作品の応募があったため、9月 11 日に厳正な書類審査を行

い、入選 4 作品を決定し、10 月 2日に静岡市駿河区の男女共同参画センター「あざれあ」

において、入選者 4人による実技審査を実施しました。 

 その結果、小松ゆらさん（県立三島南高等学校 2年）が創作した「イカ（魷）した味（鯵）

なサバ（鯖）ーガー」が最優秀賞に輝き、優秀賞に藤巻来海さん（県立藤枝北高等学校 3

年）の「あんかけ太刀魚巻き」、優良賞に中村風夕香さん（県立富岳館高等学校 3年）の「ぎ

ょ魚っと回復！鮮やか生春巻き」、審査員特別賞に、白鳥茉莉緒さん（静岡英和女学院高等

学校 3年）の「おさかな手巻きクレープ」がそれぞれ選ばれました。 

 最優秀賞を受賞した小松ゆらさんの作品は、JF 全漁連が主催で行う「第 22 回シーフー

ド料理コンクール」に推薦し、入選した全 4作品については JF静岡漁連のホームページ上

でレシピを紹介するほか、料理レシピ集を作成して関係各所に配布し、魚食普及を図ってい

きます。 

本紙は、県内の漁業振興を目的に（公財）静岡県漁業振興基金の協力により発行する定期刊行物です。 

 

 

 


